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■やまとPSメール
　携帯電話、スマートフォン、パソコ
ンに防災・防犯などに関する緊急情報
などをメールで配信します。

■大和市公式L
ラ イ ン

INE
　やまとPSメールで配信される情報
をLINEでも受け取ることができます。

■FMやまと（77.7メ ガ
ヘルツ）

　╱J
ジ ェ イ コ ム

:COMチャンネル（11チャンネル）
　災害に関する情報を、番組内で速やかに放送し
ます。

　災害時に命を守るためには、正確な情報を得ることが
重要。そのための適切な手段を日ごろから確保しておき
ましょう。

■ヤマトSOS支援アプリ
　防災・防犯などに関する情報を
幅広く発信。アプリ上で地図をダ
ウンロードしておけば、災害時な
どに通信回線に接続できなくなっ
ても、「広域避難場所」の位置など、
必要な情報を確認できます。

命をつなぐ水

命を守る情報を
日常の食事に
非常食を
取り入れる

避難する場所を
考えておきましょう

避難生活に
欠かせない
携帯トイレ

給水所の設置や、支援物資が届くまでのための必要備蓄数の目安

1人1日3㍑ × 人×7日（最低3日）＝ ㍑

ローリングストック法
・・缶詰めやレトルト食品など、長期保存できる物
を多めに買い置き
・・日常の食事に取り入れ、食べ
た分を買い足すことで、一定
量を常に備蓄
・・災害時でも普段慣れている食
品を食べることができる

命をつなぐ備えを
─大地震を生き抜くため

　30年以内に約70㌫の確率で起きると言われている「首都直下地震」。ライフラインにも深刻な被害
を及ぼすと考えられています。神奈川県地震被害想定調査では、「首都直下地震」の一つ「都心南部直
下地震」が発生すると、県内全域で上水道が復旧するまでに22日、電力の復旧に12日かかるとされて
います。「その時」命をつなぐために─。今からできる備えを紹介します。

特集1◆命をつなぐ備えを─大地震を生き抜くために

　「都心南部直下地震」では、市内で断水の影響を受ける人は9,450人
に上るとされています。被災状況によっては給水所の開設までに時間
がかかることもあります。そのため各家庭では、次に示す量の飲料水
を確保するよう努めてください。

　非常食も各家庭で7日分（最低
3日分）を備蓄するよう努めてく
ださい。非常食は、栄養バラン
スの偏りや飽きを避けるため、
同じものをたくさん買わないよ
うにしましょう。非常食を無駄
なく備蓄するために、日常の食
事に取り入れる「ローリングス
トック法」がおすすめです。

　「都心南部直下地震」では、市内の8,030人が下水道の損壊
などによる影響を受けるとみられ、復旧までに数週間かかる
場合もあります。災害用の備蓄をするうえで、トイレの備え
は大変重要です。排泄を我慢することで体調不良に陥ったり、
トイレに行かずに済むよう水分補給を抑えたりすることで脱
水症状になる人もいます。携帯トイレは水や電気がなくても
使用できるので、ぜひ備蓄するよう努めてください。

　市では、今年３月に「防災
マップ」を更新し、土砂災害
特別警戒区域を追加するなど
しました。また、スマートフォ
ンにも対応のＷ

ウ ェ ブ

EB版では、地
図の拡大・縮小機能を備え、
より詳細な情報の閲覧が可能
なほか、広域避難場所などの
検索や、地図情報の印刷もで
きます。外国籍のかたも利用
できるよう英語、中国語、ス
ペイン語、ベトナム語にも対
応しています。防災マップを
参考に、自宅などの災害リス
クや、災害発生時に避難する
場所・経路などを考えておき
ましょう。
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水の確保に役立つ
給水タンク

（写真は10ℓ用）

災害時に備えた
食品ストックガイド
（農林水産省）
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携帯トイレの必要備蓄数の目安

1人1日5回 × 人×7日（1週間使用できないとした場合）＝ 回分

▶
▶

WEB版
防災マップ

A
アンドロイド

ndroid用iOS用

友だち追加

問市役所危機管理課防災管理係☎（260）5777 （261）4592

非常用の五目ご飯

PSメールの
登録

避難場所・避難所にはいく
つかの種類があります

避難行動要支援者支援制度をご利用ください
　「避難行動要支援者支援制度」は、重度の障がいがあるなど、
災害時に自力での避難が難しい人の支援方法を事前に確認して
おく取り組みです。個人情報の提供に同意した人の氏名や住所
などをまとめた名簿を市が作成し、自治会、民生委員、地区社
会福祉協議会と共有。災害時の避難支援や安否確認などに活用
します。災害時の避難に不安がある人はご相談ください。

対　象▶世帯全員が70歳以上、要介護3～5、
重度の障がいなどで、自力での避難が難
しい人

申し込み▶電話で健康福祉総務課へ。
問保健福祉センター健康福祉総務課地域福
祉係☎（260）5604 （262）0999




